
  
 

平成２８年度 多摩未来奨学金 

募 集 要 項 
【 学 内 選 考 】 

１．目的 
多摩未来奨学金は、未来の多摩地域に貢献できる学生を育て、地域の活性化を図ることを目的とした奨学金

です。 
 
２．出願資格 

学部１～３年生（留学生含） 
※ GPA 値２．０以上の者 
※ 多摩未来奨学金プロジェクトに参加できる者 
※ 現在、多摩地区在住者が望ましい 

   
３．奨学金 

年間 ３０万円 【給付】 
 
４．推薦人数 

若干名（学内推薦後、２次選考・３次選考を経て合否が出ます） 
 
５．出願書類 

（１） 多摩未来奨学金申込書 
（２） 小論文（2,000 字程度） ※ 書式は別添ファイルを参照してください 

テーマ 「魅力的な多摩地域にするために、あなたがしたいこと、出来きることは何ですか」 
（３） 成績表 

 
６．出願期限 

平成２８年 ９月１６日（金）までに、文京キャンパスは学生生活課、八王子キャンパスは八王子学生生活

課窓口に出願書類を提出してください。 
 

７．選考方法 
（１） 書類選考（１次選考） 
（２） 面  接（２次選考） 

 
８．奨学生の義務 

（１）採用が決まった奨学生は、多摩未来奨学金交付式に参加〔平成 28 年 12 月上旬〕。 
 
 



  
 

（２）「多摩未来奨学生プロジェクト」に参加。 
     ネットワーク多摩加盟大学・短期大学から選抜された多摩未来奨学生は、「健康・福祉（高齢者支援、医療、介護、

食）」「教育・文化（子育て支援、学業支援）」「環境・産業（省エネ、新エネ、産業機械、ものづくり技術）」の 3
つのテーマから 1 つのテーマを選択し、大学教員および専門家の指導の下、地域活動や企業訪問を通しグループ

ワークを行い、企業や地域への提言書を発表する『多摩未来奨学生プロジェクト』に参加します。 
＜プロジェクト体制＞ 

＊以下の分野のいずれか、また横断し、３つのグループに分かれて活動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＜プロジェクトスケジュール＞ 

平成２9 年 1 月～3 月 
・オリエンテーション（集合研修）1 回 

   内容：事前勉強会、グループスケジュール調整等 

平成 29 年 4 月～11 月   

※活動の日程および内容は各グループで調整 

多摩未来奨学生プロジェクト 

・グループワーク    月に 1～2 回程度  

・企業・施設訪問    6 月～9 月 各グループで調整   

・インターンシップ   希望者と企業の調整による  

・集合研修・講演会   5 月～9 月に数回（予定） 

・中間報告会      8 月～10 月に 1 回（予定） 

・提言書作成作業    9 月～12 月から翌年２月 

平成 29 年 12 月上旬 

平成３０年 1 月～２月 

・提言書の発表会 

・報告書の作成 

※多摩未来奨学生プロジェクトのグループワーク、企業・施設訪問、合同研修・合宿等に係る交通費及び宿泊費等は

一部を除いて、自己負担となります。 

① 住む 

―健康・福祉・環境 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大学ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

奨学生の現場活動の 

指導・調整 

奨学生 

地域活動 

提言書まとめ 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ企業 

奨学生の現場活動の 

指導・調整 

② 育てる 

―教育・文化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 働く 

―産業・企業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「企業や地域などへの提言」「多摩の魅力発信」 
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